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対象は両側の純音聴力検査閾値に左右差の無い 45 から 65 歳の片側性耳鳴患者 7 人。それぞれの
患者に脳磁計の計測前に、純音聴力検査、ピッチマッチ検査を施行した。 
提示音はそれぞれの患者の耳鳴周波数の純音（TS）およびその周波数を中心としその周囲の
1critical bandwidth を白色雑音より除去した周波数除去雑音（Band-Eliminated Noise (BEN)）
を用いた。音提示のタイミングは BEN が 3 秒間流れる中で 2.2 秒より 2.7 秒までの間純音が加わ
るもの(Noisy)と、3 秒間の静音下で 2.2 秒より 2.7 秒まで純音が流れるもの(Silent)とした。BEN
は両側、TS は片側より 2 つの EAR 条件下（耳鳴耳、非耳鳴耳）に提示した。その結果、BEN




被験者は左側耳鳴が 6 名、右側が 1 名であった。聴力閾値に関しては全周波数で耳鳴耳と非耳鳴
耳間に有意差は認めなかった。また耳鳴周波数における耳鳴側と非耳鳴側の聴力閾値も有意差を
認めなかった。BEN および EAR におけるそれぞれの N1m 値に対し反復計測分散解析を行った
ところ BEN による効果は有意差が得られ(p=0.03)、同様に BEN および EAR での相互影響に関
しても有意差が得られた(p<0.01)。N1m 値は Noisy に比し Silent の方が有意に大きく、BEN の
効果は耳鳴耳に TS を提示した方が増大した。 
考察  











力閾値および DPOAE 値は耳鳴耳、非耳鳴耳間に差異はなかった。更に Silent での耳鳴耳におけ

























対象は両側の純音聴力検査閾値に左右差の無い 45 歳から 65 歳の片側性耳鳴患者 7 名。MEG 計測前に純
音聴力検査、ピッチマッチ検査を施行し、各患者の耳鳴周波数の純音（TS）とその周囲の 1 臨界帯域を白
色雑音で除去した周波数除去雑音［Band-Eliminated Noise (BEN)］ を提示音として用いた。提示音負荷
のタイミングは BEN が 3 秒間流れる中で、2.2 秒〜2.7 秒間純音が加わるもの(Noisy)と、3 秒間の静寂下
で 2.2 秒〜2.7 秒まで純音が流れるもの(Silent)とした。BEN は両側、TS は片側より 2 つの EAR 条件下
（耳鳴側、非耳鳴側）に提示した。その結果、BEN 下 TS を耳鳴側提示、非耳鳴側提示、TS のみ耳鳴側提
示、非耳鳴側提示の 4 種類の条件で各 150 回ずつ計測を行い、データを加算して平均化した。 
 
【結果】  
被験者のうち 6 名が左耳に、1 名が右耳に耳鳴を自覚していた。聴力閾値に関しては全周波数で耳鳴側
と非耳鳴側間に有意差は認めなかった。また、耳鳴周波数における耳鳴側と非耳鳴側の聴力閾値にも有意
差を認めなかった。BEN および計測耳における聴覚野での神経興奮量に対し反復計測分散解析を行ったと
ころ、BEN による効果で有意差が得られ(p=0.03)、同様に BEN および EAR での相互影響に関しても有意差
が得られた(p<0.01)。また、脳の聴覚領野での反応 N1m 値は Noisy に比し Silent の方が有意に大きく、
BEN の効果は耳鳴側に TS を提示した方で増大した。 
 
【考察】 













て等、計 8 項目、次いで第 1 副査の飛田教授より、1）側方抑制がどのレベルで生じているか、2）耳鳴側
が左側に偏っているが、耳鳴と言語優位半球との関連について、3）聴覚障害の有無では病態自体が異な
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